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京
都
科
学
は
現
場
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
し
て
、

メ
ー
カ
ー
と
し
て
学
び
ま
す
。

医学系NEWS特集

■ 
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
つ
い
て

■ 

注
目
す
べ
き
特
徴
は

VOL.1
2010設立から 4年目をむかえた大阪市立大学　医学部 SSC（スキルスシミュレーションセンター）

プロの医療人であるという自覚を育む  シミュレーション医療教育 6項目の講習会を必修化した全国初の試み。

～生まれも育ちも大阪  ＳＳＣ責任者 首藤太一准教授が語る若き医療人への熱き想い～
全国各地のシミュレーション施設を視察、1年半の準備期間を経て SSC を開設。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大阪市立大学大学院医学研究科　
総合診療センター／卒後医学教育学　
准教授　医学博士

１
９
６
３
年
大
阪
市
出
身
。
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
・

同
大
学
大
学
院
を
卒
業
し
、
第
２
外
科
助
手
に
。

外
科
医
と
し
て
約
２
０
０
０
例
の
手
術
を
手
が
け
、
平

成 　

年
か
ら
は
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
で
卒
後
医
学
教
育

学
を
担
当
、
後
輩
の
育
成
に
も
熱
心
に
取
り
組
む
。

●
中
心
静
脈
穿
刺
手
技  

Ｃ
Ｖ
Ｃ  

講
習
会
の
実
際
・
手
順

二次救命処置（ICLS）講習会

中心静脈穿刺手技講習会

外科基本（縫合・結紮）手技講習会

腰椎穿刺・気管内挿管手技講習会

模擬患者（simulated patient）診療講習会

心音聴診手技講習会

消化器内視鏡手技講習会（上部）

消化器内視鏡手技講習会（下部）

女性診察手技講習会

心電図検査手技＋心電図読解講習会

心臓超音波講習会

呼吸音聴診手技講習会

基本的心肺蘇生（AED）講習会

腹部超音波検査手技講習会

採血手技講習会

必須

必須

必須

必須

必須

必須

＊
大
阪
弁

＊

こ
の
活
動
を
支
え
る
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が

一
堂
に
あ
つ
ま
り
、　
「
や
い
や
い
」
と
大
き

な
声
で
思
い
っ
き
り
意
見
を
述
べ
合
い
運
営

を
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生

ま
れ
る
。
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当社製ＣＶＣシミュレータ
    

大
阪
市
立
大
学
医
学
部
は
、
本
邦
約　

の
医
学
部
中
、
入
学

試
験
の
偏
差
値
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は     

位
前
後
で
、
卒
後
臨
床

研
修
医
の
応
募
も
多
く
、
そ
の
評
価
は
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
介
し
て
上
昇

し
て
い
る
。

    
第
１
回
医
学
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
特
集
は
、
そ
の
実
態
を
リ
ポ
ー
ト
し
た
。

    　
　
　

―
 

資
料
提
供  

大
阪
市
立
大
学
医
学
部
Ｓ
Ｓ
Ｃ 

ー

90

19 

10

　

平
成      
年
（
２
０
０
７
年
）
３
月
に
、
医
学
・
看
護
学
生
、

研
修
医
・
看
護
師
、
な
ら
び
に
す
べ
て
の
病
院
職
員
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
医
療
教
育
を
実
施
す
る
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ

今
年
４
年
目
を
迎
え
た
。

０
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医師 看護師 看護学生 その他 合計医学生（人）

SSC 利用者の内訳と推移

■ 年間約 7000 名の利用者、一日約 30 名が利用している。
■ 看護師とコメディカル関係者の利用が増加している。
■ 医学生の利用が一番多い。
■ 研修医の利用は全体の 15％程度である。

○ 

医
学
部
と
附
属
病
院
に
属
す
る

　

す
べ
て
の
医
療
人
にm

edical 

　

skill

研
鑽
の
場
を
提
供
。

　

医
師
、
看
護
師
、
医
学
生
、
看
護

    

学
生
が
横
断
的
に
利
用
。

〈
そ
の
１
〉

〈
そ
の
２
〉

〈
そ
の
３
〉

〈
そ
の
４
〉

〈
そ
の
５
〉

○ 

開
設
当
初
か
ら
専
任
管
理
人
が
常
駐
し
て
い
る
。

○ 

定
期
的
に
各
種
講
習
会
を
開
催
。

○ 

１
年
次
研
修
医
の
必
修
参
加
講
習
会
の
設
定
。（
２
年
次

     
研
修
医
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
い
ず
れ
か
に
参
加
）

○ 

高
価
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
よ
り
も
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
複
数

      

確
保
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
優
先
し
て
き
た
。

専
任
ス
タ
ッ
フ
の
主
な
仕
事

１
．
講
習
会
の
準
備
、
あ
と
か
た
ず
け

２
．
講
習
会
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整

３
．
講
習
会
の
案
内

４
．
講
習
会
修
了
証
の
準
備

５
．
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス

６
．
消
耗
物
品
の
管
理
、
購
入
、
整
理

７
．
利
用
者
の
入
室
管
理
（data

集
約
）

８
．
自
身
のteaching skill up

９
．
学
生
た
ち
の
相
談
相
手
、
な
ど
な
ど

各季

隔月

隔月

隔月

隔月

隔週

隔週

隔週

隔週

毎週

毎週

毎月

毎月

毎月

毎月

模擬患者を効果的に利用

① 

先
生
が
Ｃ
Ｖ
Ｃ
の
概
要
と
実
習
内
容
を
説
明
。
初
め
に
模
擬
患
者
で
穿
刺

　

 

部
位
等
を
説
明
。
そ
の
後
Ｃ
Ｖ
Ｃ
手
技
の
準
備
か
ら
本
穿
刺
、
カ
テ
ー
テ
ル

      

挿
入
ま
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
使
い
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。

② 

受
講
者
を
２
名
１
組
に
分
け
、
１
名 

      

が
実
施
者
、
１
名
が
介
助
者
と
な
っ

      

て
実
習
。

　

  ※

原
則
的
に
は
２
名
の
受
講
者
に
対

　
　

   

し
て
１
名
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。

　

「
ポ
イ
ン
ト
①
」

※

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
介
助
者

　

は
実
施
者
が
手
技
を
行
う
際
に

　

は
ア
ド
バ
イ
ス
を
一
切
し
な
い
。

成
功
・
不
成
功
に
か
か
わ
ら
ず     

分

間
で
手
技
を
終
了
。

15 

③ 

終
了
後
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

　

 

実
習
者
、
介
助
者
の
３
名
で

　

 debriefing

（
振
返
り
）。

④ 

実
習
者
と
介
助
者
が
交
代
し
、③
と

　

 

同
じ
展
開
で
実
習
、debriefing

を

     

行
い
実
習
を
終
了
。
完
了
後
、
実
習

　

 

の
ま
と
め
。

「
ポ
イ
ン
ト
②
」

※

ま
ず
、
介
助
者
、
受
講
者
の
順

     

に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
良
か

     

っ
た
点
や
注
意
す
べ
き
要
点
を

      

確
認
し
、
そ
の
後
受
講
者
に
、

      

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
実
習

      

内
容
を
簡
潔
に
総
評
。

○ 

多
面
的
な
活
動
展
開
〜
大
阪
市
大
の
す
べ
て
の
医
療
人
と

　

 

市
民
を
ま
き
こ
ん
で

■
河
合
塾
医
療
体
験
ツ
ア
ー

■
あ
つ
ま
れ
メ
デ
ィ
カ
ル
キ
ッ
ズ

■
生
活
科
学
部
の
体
験
ツ
ア
ー

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■
大
阪
府
下
の
看
護
学
校
教
員
へ
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
コ
ー
ス
開
催

■
院
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

■
共
同
研
究
開
発　

■
や
い
や
い
の
会  　

12

病院玄関ホールでの住民対象 AED講習会

やいやいの会 あつまれメディカルキッズ

Ｓ
Ｓ
Ｃ
責
任
者
、
首
藤
太
一
准
教
授
は
、
今
、
生
来
の　

心
意
気
で
若
き
医
療
人
を
育
む

今
回
、
大
阪
市
大
医
学
部
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
教
育
実
践
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
責
任

者
で
あ
る
首
藤
太
一
准
教
授
に
お
話
を
伺
っ
た
。
お
目
に
か
か
る
と
、
お
顔
に
似
合

わ
ず
実
に
繊
細
な
声
の
持
ち
主
で
、
動
き
は
俊
敏
、
頭
の
回
転
が
実
に
早
く
、
思
わ

ぬ
と
こ
ろ
で
ジ
ョ
ー
ク
を
お
っ
し
ゃ
り
、
場
の
「
硬
さ
」
を
と
ら
れ
る
。

「
は
は
〜
」
と
関
心
し
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
話
を
ま
と
め
、
姿
を
消

さ
れ
た
。（
後
記
）

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
感
想

講
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

教
育
効
果

啓
発
効
果

宣
伝
効
果

現
場
で
は
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
が
、
実
際
に
や
ら
せ
て
も
ら
え
た

実
際
に
や
る
前
に
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
た

器
材
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
臨
場
感
が
味
わ
え
た

後
輩
指
導
で
自
分
も
勉
強
に
な
っ
た

Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
病
院
の
安
全
対
策
上
必
要
不
可
欠

自
分
も
病
院
職
員
だ
と
認
識
し
た

Ｓ
Ｓ
Ｃ
が
あ
る
な
ら
大
学
病
院
で
研
修
（
就
職
）
し
た
い

他
施
設
か
ら
の
見
学
者
多
数

○○○○○○○○

い
つ
も
思
う
こ
と　

    

学
び
の
瞬
間
の
輝
き
と
集
中
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
講
習
会
や

授
業
全
体
の
手
順
や
方
法
の
シ
ス

テ
ム
化
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

    

そ
し
て
も
て
る
知
識
を
駆
使
し

確
か
な
技
術
を
磨
き
続
け
る
に
は
、

医
療
人
と
し
て
の
心
意
気
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

は
ひ
と
つ
の
ツ
ー
ル
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
訪
れ
る
す
べ
て
の
人

が
、
目
を
輝
か
せ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

す
る
姿
や
笑
顔
が
、
私
た
ち
の
原

動
力
に
な
り
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
運
営
に
つ
い
て

・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
確
保
の
た
め
に

　

※

「
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
」Teaching is  learning again

        （
屋
根
瓦
方
式
）
を
実
践
、
先
輩
が
後
輩
を
、
後
輩
は
そ
の
後
輩

         

を
教
え
る
こ
と
で
学
ぶ
。

・
維
持
・
運
営
費
の
確
保　

※

院
外
講
習
会
を
有
料
化
な
ど

・
組
織
（
大
学
・
病
院
）
の
協
力
体
制
を
確
保　

    ※

必
要
だ
と
認
識
し
て
も
ら
う

ま
と
め

・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
医
療
教
育
効
果
を
高
め
る
。

・
効
果
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に
は
、
講
習
会
全
体
の
手
順

    

や
指
導
法
が
重
要
。

１ 

Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
研
修
に
応
用
可
能
。

２ 

宣
伝
効
果
な
ど
、
教
育
以
外
の
成
果
も
期
待
で
き
る
。

３ 

医
局
、
看
護
部
、
医
学
科
／
看
護
学
科
、
他
学
部
、
他
院
な
ど
の

      

垣
根
を
越
え
た
横
断
的
な
組
織
と
な
り
え
る
。

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

専任管理人の奥さん

専任スタッフの岡田さん

2009 年 SSC 利用者 6889 名
医師 看護師

看護師

医学生

医学生

看護学生

看護学生
６％

23％

32％

23％

16％

その他

その他 医師

(               )

：http://www.med.osaka-cu.ac.jp/ssc/

〜 

次
回
は
２
０
１
０
年　

 

月
開
催
予
定

医
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
製
作
メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ

松
浦
由
観
、
首
藤
太
一 

ほ
か
。
医
学
教
育 

２
０
１
０ 

．    

巻
：291-294 

「
模
擬
患
者
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
併
用
に
よ
る
Ｃ
Ｖ
Ｃ
講
習
会
」 
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〔
関
連
文
献
〕
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